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	　それでは説明会、長時間にわたりましてお疲れさまでした。

　引き続いて大変ですが、平成22年度の第２回蓮沼地区地域審議会を始めさせていただきます。

　私は、この会議の進行を務めさせていただきます蓮沼出張所の伊藤です。よろしくお願いします。

　石橋です。よろしくお願いします。
　初めに、本日の会議の出席者の報告ですが、現在、蓮沼地区11名の定員のところ10名の出席をいただいておりますので、地域審議会の設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議は成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議は議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申しわけありませんが、ご発言の際には必ず挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をよろしくお願いします。

　それでは、お手元の会議次第に従いまして進めさせていただきます。

　初めに、今関会長よりごあいさつをいただきたいと思います。よろしくお願いします。

　お昼を過ぎてから、ずっと長い間説明をいただいた地域振興基金の運用計画について、市からご説明をいただいたわけであります。私たちのこの地域審議委員の事業の中に、この使途と事業の選定について市長に意見を述べるという項目があるわけであります。それに則って行われるわけであります。

　本日ご説明をいただいた６つの事業の評価ということについて、これから皆様のご協議をいただくわけであります。

　それぞれの事業は、それぞれの団体の人たちが必要としているもので、協議をして出されたものであると思っております。　

どうか委員の皆さんも、その事業について、それぞれ１つずつ採択か否かというようなことも含めて、それぞれの事業についてご議論をいただきたいと思っております。

　どうか時間も迫っているわけでありますので、よろしくご協議をいただくことをお願い申し上げまして、あいさつといたします。ご苦労さまでした。

　ありがとうございました。

　それでは早速ですが、次第の３、議題に入らせていただきます。

　地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

　それでは、これより会議を開かせていただきます。

　まず初めに、議事録署名人を私のほうから指名させていただきます。

　今回の署名は川島委員と、それから山﨑委員にお願いをいたしたいと思います。よろしくお願いします。

　それでは、事務局より会議録が作成されましたら、確認の後、ご署名をいただきたいと思います。

　それでは、議事に入らせていただきます。

　では、事務局より事業計画の案について説明をお願いいたします。

　先ほどの説明会で、地域振興基金を活用しました平成23年度から24年度までの各事業についてご説明させていただきましたけれども、この地域審議会では各事業に対しまして、地域審議会としての意見を各事業ごとに意見書として取りまとめていただくことになります。

　次第をめくってもらいますと、用紙がついておりますけれども、意見書を取りまとめるということになります。この様式を見てもらえばわかるように、その審議結果は適当であるか適当でないかのご判断をいただくようになります。その理由につきまして、その理由欄に書くようになっております。

　ただ、事業を適当であると判断した場合には、この理由欄には「地域振興に寄与する事業と認められる」というような文言が入ってくると思います。適当でないと判断した場合には、その理由にいて、こういう理由によって適当でないという意見を書くようになっております。ただ、条件つきの実施ということで、適当であるにマルをつけるんですけれども、実施事業のうち、これについてはこういった手段を使ったほうがいいのではないかとか、その理由欄に意見をつけて適当であるというような回答をすることも可能であると思います。

　また、今回の計画書は、23年度、また24年度の２カ年の計画になっておりますので、ご意見をいただくのは２カ年の事業についてということになります。

　さらに、先ほど説明会でもご説明申し上げましたとおり、最後の２本ですね、市民自治支援課でご説明しました２事業については、市民提案型まちづくり事業、市民提案型交流のまちづくり事業、これにつきましては、既に平成23年度分までは承認をいただいておりますので、この２事業については平成24年度についてのご意見をいただくことになります。

　本日は各担当の方からご説明をさせていただきましたが、その内容を踏まえして、また各事業について、皆様にご議論をいただきまして、意見をまとめていただきたいと思います。

　意見がまとまりましたら、私のほうから取りまとめをさせていただきまして読み上げさせていただきます。その内容で意見書を提出することにさせていただきたいと思います。

　また、意見をまとめる場合ですけれども、各事業で、その事業が適当ではないという意見があればそれをお聞きして、なければ適当であるとし、適当ではないという場合はその理由についてまとめるというふうにしていただいたほうがスムーズに進むかと思います。以上です。
　ありがとうございました。

　ただいま事務局から説明がありました。

　１件ずつ議論していただきますという、そういうことでありますので、ご議論いただいて、適当であるか否かについてご判断することになります。

　それでは、まず第１に、振興基金計画１、ロードレース大会補助事業についてご議論いただきたいと思います。

　この事業は、山﨑さんからご提案があったわけでありまして、まず、山﨑さんのご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

　では、意見というか、まず、今日、事務局の発表がめちゃくちゃで、多分、他の地域の地域審議会は理解ができなかったと思います。簡潔にやってほしかったんですけれども、まず第１に、この大会が以前にもお話ししたように、他の地域からランナーを山武市に来てもらいたいということで、今大会から山武市ロードレースではなくて、さんむロードレースなんですよね。ですから、目指すのは富里のスイカマラソンを目指そうということで、山武市ロードレース実行委員会の中で市を外しました。ですから、先ほどの質問に答えられないというのは、事務局が勉強不足かなという形でおわびします。

　もう一つ、質問内容の中に、どのくらいのキャパでランナーをさばけるかというようなお話をいただいても、具体的に数字は説明、出せなかったという、ふがいなさというか、あれがあります。ですから非常に他の審議会ではわかりづらかったのかなと思います。

　ここで補足で説明させていただくと、さんむロードレースとして、目標はスイカマラソンを目指す。だからスイカマラソンは観光屋さんが東京でランナーを募集して、バスに乗せて会場まで来て、参加賞のスイカをもらって東京駅まで帰るというツアーもあります。できればそうしていただくと、駐車場のキャパも楽ですし、うちのほうとしては楽なんですが。

　今日の説明に、前になかったことの説明が１つ入っています。資料も入っています。山武市の小・中学生の体力の低下という問題が、この間、急遽発表になりました。実行委員会と山武市体育協会の四役が急遽、夜集められまして会議を開きました。それで山武市の学生の参加がまず少ない、それを何とかする方法を考えろと。先ほど事務局が説明したように、体力の低下、向上を目指す、運動をするきっかけになればということに向けて、すごく安易な方法がトップダウンとして来たのが無料化という話がその間に出てきました。もうトップダウンですから認めてほしいと。実行委員会としては、ここに出ている１人2,000円ぐらいかかってしまうんですよ、費用的には。タグ　　　　　とか、いろいろありますので。でも、今まで500円で参加を募ってきたら、１桁台しか参加しなかった年もあるぐらいだと。
では、無料化にしましょうということになりました。その無料化にする、もう今年度は実行委員会で予算組みをしてしまいましたので、ほかから急遽、応募者に対して500円の補てんを学校教育のほうから補てんする形で、何とか参加者を集めようということで結論が出ました。それから、今日の説明では、これから２年間に小・中学校、今年度は単年ですから、学校教育課から急遽、予算組みを出してもらうということは。ここで審議していただいた内容と、ちょっとそれてしまったのかなという形になりましたが、それで２年間運用益を使わせていただいて、小・中学生の参加者を少しでも増やしていって、体力向上のきっかけにしたいと。

　あと、ＰＲの件は聞いていましたが、いかんせん、少数の同じメンバーで全事業を入れるものですから、１つ１つ、言いわけですがこなさないと動けないんですよ。やっと国体が終わったといったら、もう次々という、動くのは全部同じメンバーで、全部同じことをしていますので言いわけにはなっちゃいますが、確かにＰＲが足りないだろうと言われるのは否めないと思います。

　補足になったかどうかわかりませんが、それを踏まえてご協議を願いたいということで、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　目指すのは富里のスイカマラソンのような形態というご意見です。多分これは体育の場合、理由になると思うんですけれども、山武市の子どもたちの参加によって、体力向上に資するというための無料化の費用として、この事業が大変有効であるというような形での会だということについては、いい考えだろうというふうに思います。

　ほかに、どなたかご意見ございましたら、いただきたいと思います。

　どうぞ、石橋委員。

　石橋です。

　これは今日、説明を全部受けた中で、１つだけ共通していることは、これは全部結果で物事が判断されるものだと思います。ということは、ここで適当である適当でないという判断は下せないものだと、私はそういうふうに思っています。だからロードレースとか、このコンサートがあって、花火大会。それはこの資金を使って、例えばどうだったのかなという結果で、じゃ使ったけどだめだったよと、使ってよかったよと、という判断をした中で、やっぱり違ってくると思いますから、それは自分自身の考えからすれば、全部適当であるというふうにやって、今回はそれこそ資金を使っていくべきではないかと私はそういうふうに思っています。

　ありがとうございました。

　これは２年間、23年度、24年度の事業になるわけですので、その２年間行った結果として評価して、それがどうだったのかという検討に入る。その評価についてどうするかということについては、まだどういう委員会を立ち上げてということについて、まだ議論が検討会でもされる。貴重なご意見ですから、その評価についてどうするかというのは、これから検討していきたいと考えております。

　どうぞ、加瀬委員。

　加瀬ですけれども、これは23年度、今は22年度ですけれども、どうして24年度まで出たのかという、その辺がわからないです。資金があるから２年に分けて出したのか、この委員会というものは、翌年度に行うものについて、ここで委員で決定して、それで行うという、最初は私この前初めて出たときに、そういうふうに聞いていたんですけれども、２年も先のことまで今の段階で決めるべきものなのかなという疑問があるものですから、23年度についてはいいと。それでそれを実施して、その結果とか、そういうものを見て、今度は24年度はどうですかというような話だったらいいんですけれども、何で２年分にしたのか、ちょっとその点がわからないんですけれども。

　それは単年度で事業の結果を示して、それで評価をするというのは少し……。
　いや、評価まではしなくても……。
　事業を展開していくときに、２年ぐらい行って、それで　　　　　　総合的に判断してこの次へつなげるか否かという、この問題は、実際のことをいうと、これは10年だったよね、つまりこの事業が行われる時間、ずっとではないよね。つまりある一定の期間という期間的な宿命を背負っているのでありまして、その辺が２年やってみて、１年でたまたま悪かったから、では、廃止という、よかったからどうですかというのではなくて、２回くらい行ってみて、その結果でというのが、多分２年という期間を決めた最大のものだというふうに私は思っていますけれども。１年ずつでもいいだろうと……。
　１年ずつやってみて、この半分ですか、24年度分を残しておいて、23年度のある程度の結果がわかるんですから、そのときに、これをまた配分し直してもいいじゃないかと。

　もう一つの問題は、現実には、今日ご議論いただいて、これから結果を出すわけですけれども、費用の金額でトータルでいきますと2,500万ぐらいだったと思います。大体その半分ぐらいで、まだ半分ぐらいは余裕がある、つまり事業が広げられていないというところもあるわけです。もっと本当なら広範囲にというんですか、多分、これは全部トータルすると、およそ半分ぐらいの金額だと思います。ですから採択している事業は半分ぐらいしかない、もう半分ぐらいの事業をこの中に入れられるという余裕を持っている、余裕があるというんでしょうか、事業を上げ切れていないという問題もあるわけですので。

　それでは時間もありますので、この事業について適当であるということでご判断をいただいてよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　ありがとうございます。では適当であるという審議結果といたしたいと思います。

　それで理由については、山武市の児童・生徒の参加を促し、体力向上につなげるというところの理由でどうでしょうか。

　ほかということではなくて、今、加瀬委員さんから話があったんですけれども、単年度か２年度かという話について、事務局さんがお見えになりますので、その辺をお伺いできるようなものがあれば聞いてみるということと、それからまた、これは執行部のほうのそういう提案なので、蓮沼地区地域審議会としては、そういう提案を初めて今日伺ったわけですから、それについて意見書の中で単年度でいいのではないかとか、あるいはその辺の説明を求めるとか、その辺の附帯意見をつけさせるかどうかとか、その辺の議論はどうでしょぅか。

　今、加瀬委員さんがおっしゃったわけですが、とりあえず執行部のほうのご意見を聞いた上でどうでしょうか。

　これは基金を造成しまして、その果実を使った事業です。その果実が2,500万ほどということで、今回提案が出てきているのが1,116万円ということでまだ余裕があるんですけれども、半分まだ使っておりませんので、今年度については、今日の審議会で23,24年度分を審議してもらう。来年もまたこの時期に、今度は24、25年度分を審議いただくというように、回る形をとっているというように聞いております。あるいはおっしゃったとおり、１年ではどうしても結果が出ないということもありますので、23、24の２年間の審議をしてもらって、それで結果を見てもらう。来年度については、また22年度の事業について、また審議が出てくれば、24、25年について審議をしていくと。２年ずつ事業を見てもらうという形をとっているということでございます。

　先ほど加瀬委員からお話がありましたが、１年ずつのほうがいいのではないかということにつきましては、今、たまたまロードレース大会のお話をしておりますけれども、全体にかかわることでございますので。一番表の部分に、蓮沼地区地域協議会としては、１年ずつのほうがいいのではないかというような意見を、全体的な総体的な蓮沼地域協議会の意見として入れるのはどうかということになろうかと思います。

　どうぞ、秋葉委員。

　秋葉です。

　事務局の説明、そして先ほど会長、それからロードレース大会の実行委員さんからあったんですけれども、事務局のほうからは、富里のスイカマラソンを目指すと。それから大網のほうは無料開催、山武市の大会と、両方の中間を目指すような考え方が示されましたと私は思ったんですけれども、そういった中で交通規制の問題で蓮沼地区のほうがいいと。と同時に、より多くのお客さんにランナーで参加してもらいたいということを考えると、やはり市民マラソンの増田明美という名前をのせた冠大会も３回目ですけれども参加人数はロードレース大会を上回っていますし、そういった中で、スイカマラソンのほうは休憩所でスイカを出す、何らかの特徴を持つべきだ。そういった場合に、山武市のロードレース大会はどうするかと言ったら、確かに海浜公園の周回もいいんですけれども、やはり、やるほうとしては大変かもわからないけれども、蓮沼地区地域審議会から出たように、ほかのところにないもの、オリジナリティあるコースといったら、この砂浜を走らせるといったこともやはり広告効果というか、いわゆるタイムトライアルのレースにするのか、そういった面で何らかの違いを出せば、おのずとランナーも増えてくるのではないか。そういうものをひとつ検討してみては、事務局のほうは大変でしょうけれども、よそにないものという考え方で検討していただければ、大変だと思いますけれども、これはその他の項目で今回の、来年以降とかの……。
　どっちにしても、これは23年度の事業ですから。

　どうぞ、川島委員。

　川島です。

　山﨑委員さんから言われたように、今回の参加費はゼロなんですか。

　山武市の小・中学生はいただきません。

　果たしてそれをやって、数がどのくらいになるかは未定ですよね。取らないから少ないか、取っても少ないかという、そのあれはあると思います。ただ、今のあれからいうと、体力度というのは確かに今の子どもたちは低下していると思います。そのためにも、こういう、ぜひ学校、山武市の小・中学校に対してでも、ぜひこういうものには参加をお願いしてもらっても、今、だめなんでしょうか。いわゆる学校のほうで……。

　そのことは、この説明の中で無料にして、学校にお願いをしたいということがありましたので、かなり積極的に多分23年度については、今年の11月で恐らく参加がどの程度あるかというのが１校１校検証されますから、その検証の結果によって、この全体の子どもの体力の向上ということについては、ある種の何と言いましょうか、目安がつくでしょうから、その辺でいかがでしょうか。

　それから今、秋葉委員から出ました砂浜で走っていただくレース、あるいは面白いかもしれないと思いますけれども。

　蓮沼でやって、それに参加した方は、今でも問い合わせがあります。

　その他で、砂浜なぎさレース、問い合わせがあるということでありますから、今回に限ってなぎさレースを入れるようにしたら……。
　石橋ですが、これは山﨑さんだからわかるんですけれども、実際にロードレースで、大体８割がみんな大体10キロ、その人たちが、例えば参加費が3,000円というのを払ってやるというのは、要するに記録なんです。自分の10キロの記録が欲しいんです。だから、例えばそれは確かに砂浜を観光的には走ってもらう、だけれども、そんなことを走っても記録にならないですよ。逆に逆効果になって人数が減ってくるケースもある。そういう人たちは、俺は行かないよと。俺は10キロを何分何秒で走るかという、そういう自分自身のチャレンジのために来るわけですよ、3,000円払って遠くから。だから、そこまで考えると、やっぱりそこに携わる役員もすごいピリピリしているわけですね、もう遊びじゃないんだと。真剣に自分自身との記録を作りに来ているんだから、そういうことでやっぱり、自分自身も何回かやりましたけれども遊びではないんですよ。だから唯一遊びだなと思うのは、親子のレースだけです。それは砂浜でもいいと思いますが、ただ、ほかのレースに関しては、今言ったのは絶対ただの理想論で、体協に持っていってもどこへ持っていっても、そういうのは１回で却下ですよね。そんなレースではないよと言われるのではないかなと、私はそう思います。

　関連ですけれども、要するに、大会の目的をどちらにするかということなのですよね。それで山武市ロードレース大会の評価を見ても、平坦なコースで走りやすかったという評価もあるわけです。普段よりも特に去年は雨だった上に涼しかったから自己記録が出たという、そういうランナーがいることも事実なのです。

　一方、もっと増やしたいという考え方もあるから、要するにコース設定をどういうふうにするか、どういうところを目標にするか、海岸だけのコースとタイムトライアル、両方いくのか片方でいいのか、そういう要するに山武市ロードレース大会のコンセプトがはっきりしていないというところが、どちらにいくかというのも。ですから逆に42.195キロのフルマラソンはどうだというような考え方も出てくるわけですよね。その辺もやはりどうするどうするではなくて、将来的にはっきりすべきだというのも、その他の意見としてあるだろうと思いますけれども。選択されると思います、将来的には。

　時間がありますので、この辺で議論を終了したいと思います。

　その他のところで両論併記として、それで、あとは実行委員会でご議論をいただきたい、そういうことでよろしいでしょうか。

　審議結果としては適当であるということですね。１点目につきましては、市内の学校と協力して市内の児童生徒の参加を促し、体力の向上に努めてほしい。これは問題ないですね。

　もう一点なんですけれども、他の大会にないオリジナリティのある大会を目指してほしいという考え方と、あともう一点はコンセプトを明確にしてほしいというお話ありましたけれども、どちらかというと、コンセプトを明確にする方向にもっていってほしいということを条件としてつけるということで……。
　条件としてつけるというよりも、ご議論いただきたいという、そのぐらいのほうが良いのではないか。

　１点目の子供たちの点は問題ないですよね。２点目の、コンセプトを明確にするということについてはその他の欄で。わかりました。そのように書かせていただきます。
　それでは、時間に限りがありますので次に移らせてください。

　山武市納涼コンサート事業「山のおんぶ事業」について、ご議論をいただきたいと思います。

　これは文化会館が主催して、山武市さんぶの森で行われるものであります。

　どなたかご意見ございませんでしょうか。

　どうぞ。

　先ほど石橋委員の意見にもございましたように、このまますべて適当であるという形でとらえておいて、そのやってみた結果をこれから検証していって、継続していくかどうかを決めたらどうかと思いますので、適当であると思っていただいて、そのあと理由づけとして皆さんでご議論いただいたらいいと思います。

　それでは木島委員のほうから適当であるというご意見をいただきました。理由については、どなたかございますでしょうか。

　大体ほかもみんなそういう事業でいいんじゃないですかね。

　今日初めて、これは旧成東時代から続いている事業だということを聞いたものですから、ほかの事業にも出ていましたけれども、やっぱりもう少しＰＲをして、こういうこともあるよと早目に、コンサートだけではなく知らしめないとマニアックな人の集まりだけで終わってしまうではないかと。ですから、適当であるですけれども、やっぱり参加者をもっとそこに１万人も集まれば、もっと知れ渡ると思いますが。

　ありがとうございます。

　それではこのナンバー２については適当である。理由については、山武市の人々の文化力を向上させるという使命を、より一層宣伝するために努力をいただきたいということと、それからＰＲをもっと、その他のところで、山武市の市民、それから市外の人たちに認知していただくための作業を行ってほしい、具体的に行っていただきたいということでいかがでしょぅか。

（「はい」の声あり）

　事務局、それでは第２はこれで。

　はい、わかりました。

　それでは、３番目のサマーカーニバルについて、ご議論いただきたいと思います。

　これについては秋葉委員からご意見をいただいたのですけれども、さらにここで。

　蓮沼からの事業で、合併して２年目のときから減額というところで、一時は継続か否かというところでありましたけれども、継続することが大事ということで、多くの皆さまのご協力をいただいて実施させていただいておりますことを、この席を借りて、お礼を申し上げたいと思います。逆にまた来年度以降開催させていただくなかで、形としては案が示されていますけれど、またアドバイスいただけたら有難いと思います。ぜひそういう形で、またよろしくお願いします。とりあえず２年間ですけれども。

　ありがとうございます。

　何かご意見がございましたら。

（「ありません」の声あり）

　ありがとうございます。

　では、サマーカーニバルについては、適当であるということで決定をさせていただきます。

　理由については……。
　特になければ、地域振興に必要とする事業と認められるというような大きな書き方でも大丈夫ですので。

　今までで一番多いときはどのぐらい……。
　警察と協議した中で、花火を見ている人たちというのは、あの会場にいないんですよね。そういう数字まで全部含めて10万近いことも多くありました。

　そうすると、きちんとしたことをやれば、そのぐらいの人が来る可能性はあるという、一度そういうことをしたことがあるわけですから。

　花火が上がれば、だいぶ広く見てる方はいらっしゃいます。

　つまり運営の仕方等、もちろん費用はかかるわけですけれども、そのことをこのその他のところで、10万人ということもあるのではないですか、それを目指してやっていただくということ、知恵を出すということで。

　ただ、今年は８月にやったのと、７月の最後の土曜日ですか、６月の末の頃というと、ちょっとどうでしょうね。８月のあの頃になると全然来なくなっちゃうのかね。

　今回はサンバのスケジュールでやらざるを得なかったんですけども、何もお盆のときにやることは必要ないのではないかという考え方もあるということ。前半の７月の海の日にやるというと、そんな時期に家をあけるのかということや、じゃあ後半にというと人が少ないのにやるのかとか、いろいろそういう問題が実行委員会の中では出ておりまして、そういったところでその都度検討はしていたんですけれども、なかなかそこは難しい。
　日にちを確定しないと、お客さんがスケジュールに入れないだろうということで、他はぶつかってもこの日だけは動かさないようにしましょうと。

　動かさないというのをちょっと考えないといけないね。

　よその花火は日にちが決まっているので。今日小見川の花火だっていうのはみんな知っていることで。

　毎年違うとやっぱりお客さんも混乱しちゃうのでしょうね。

　うちでも、店をやってるわけですね、そうすると、今年は７月はやらなかったですねと。だから７月の末の頃にはあると思っているから、ある程度日にちを決めておいた方が。
　それでは、その他のところで山﨑委員のほうからご意見がありました日にちについて７月の下旬くらいはどうかということで検討していただいて、それから余り動かさないようにしていただきたいというような考え方でよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　では、それでお願いをします。

　それでは、４番目の医学生奨学金貸付事業についてご協議いただきたいと思います。

　これも事業として決して悪い事業ではなくて、大変必要な事業で今私たちの地区にドクターがきちんと確保できているかどうかというと、実質的にはできていないわけですから、絶対に必要な事業と思えるわけでありますけれど、皆様いかがでしょうか。

　どうぞ、石橋委員。

　私はこれは絶対必要だと思う。というのは、やはり市の管轄のものになって、なおさら市もそれなりの負担を背負わなければいけないが、ただやっぱり市民が背負わざるを得ない状態だと思う。だからこういう制度は私は非常に良い制度だと思います。

　どうぞ、加瀬委員。

　前に、旭中央で看護学校がありましたよね。それで卒業したら何年間は勤めなければいけないと。そこにこれは抵触しないのかな、そういうような関係に。学校を出たら、今度は看護師になった子が旭中央に何年間は勤めなければいけないというので、問題になりましたよね。恐らくそういうところは、市のほうは確認しているのかな。10年間、奨学金を出した期間だけは勤めなさいよという条件、この条件がどうかなとちょっと気になったんだけれども。

　およそたくさんの自治体がこういうような形で奨学金を持っていて、それで一定の期間その地域の医療機関に勤めなければならないということで貸与しています。

　山武市に勤めろではないんだよね、さんむ医療センターに勤めることが条件でしょう。だから旭中央で看護師の関係も同じことなのです。山武市の医療に勤めるならいいですよというならいいけれども、さんむ医療センターへ勤めなければいけないというのは、この辺はどうかなと。

　確かに職業選択の自由というのがありますから、それはもう憲法で保障されていて、どこで勤めてもいいということですから、こういうことだと理解をしていただいたらよろしいと思います。職業選択の自由はある。ですから、もし勤めなかったらばそれは貸与した資金、奨学金は返していただくということで、勤めればこれを返さなくてもいいという形でありますから、職業選択の自由は保障されている。

　旭中央だって同じようなことです。それであれだけ騒がれた。

職業選択の自由というのは大前提としてあるわけですね。ですからさんむ医療センターに勤めなくてもいいわけです。勤めなくてもいいけれども、勤めなかった場合には借りた奨学金は市に返さなければいけないというシステムで……。
　これから補てんしていくのかどうかという、山武市の医院とか、そこへ勤めれば良いのではないかと思う。

　だから旭中央病院の看護学校へ入る学生さんは、もうほかへ行けないということになっている。当然、山武の条例ができていても、そこには申請できないという、もう前提要件が違っている。だから、旭でそういう制約を受けた看護師さんはみんなそこへ勤めるわけですから、その人は山武の補助事業をもらうことはできないという、最初から前提要件が違いますから、ダブることはできないんです。だから、そういうところでないところへいかないとだめだと。加瀬委員さんがおっしゃるように、それをクリアして、うちの条例に適用する人というのは、それはできないのではないでしょうか。それ以外の方を募集するのは構わないけれども、そういった前提条件で制約された人は、結局ここの補助金は利用できないということです。だから前提がもうそうなってしまってるからだめだと思うんですよ。

　その辺については形として、つまり、何度も申すようですけれども、職業選択の自由はあるわけですから。それ以外のどこかの病院に……。

　おそらく大分県とかの奨学金制度の話も出ていましたから、こちらのほうでも大分県の例えば大分市中央病院にというふうになってると思うんですよ。その辺のところを確認していただいて、ほかの県でもそういうふうに病院を指定してあります、でも問題にはなってませんよということだと思うんですね。その病院ではなかった場合に返してもらっているので。

　それでは、このナンバー４の事業については、医学生奨学金貸付事業については適当である。

　理由は、山武市は市民の生命と財産を守るために存在する団体でありますので、このことについて貸与するのは適当であるということでどうでしょうか。
　これは条例ですので、条例化する段階で、それは十分調査させていただきます。条例ということで、どうしても大きくとらえる形になりますので、こちらはクリアするように検討させていただきます。

　先ほど質問があったように、ほかに行く場合、奨学金の返済をしてもらって、金利が高いですね。

　それはそれでいいんですけれども、今、大学、うちの知っている子がいるんですけれども、奨学金をもらって大学に入れたんですけれども、奨学金を返すのに四苦八苦なんですよ。だから奨学金を回収する段になって、どういうシステムで、ただ郵送だけして返してくださいでいいんですかね。

　今、山崎委員さん、おっしゃるように、そういうテレビでも言っていますけれども、結局、就職できないからそういうことになっているわけでしょう。今のここの山武の制度というのは、ここに入ってもらう先生方、ここに入れば給料はもらえるわけでしょう。よそへ行かれる場合には、それはしようがないけれども、ここへ入れば返さなくていい。
ほかへ行ったときに回収の方法というのは大丈夫かなという不安はありますが。

　その辺の事情の問題は、確かにあるだろうと思いますので、それは医師を目指すという者は、人の命を大切にするという、崇高な理念の方々の中にその辺の期待を申し上げてよしとする以外にないとお思いになっていただきたいと存じます。よろしくお願いします。

　それでは、５番、６番の提案型まちづくり事業についてご議論いただきたいと思います。

　実は、今までの４番までの事業は、具体的な事業が明記されていたわけです。５番と６番については、どんな事業が入ってくるかというのは説明がありましたけれども、それは今現在22年度で行っていた事業です。今これからご協議いただく５番、６番については、今から新しく募集して、今までの事業が入るでしょうし、今までの事業のこれだけのボリュームではありませんので、新しい事業が入ってくる、そこら辺のところは未定でありますので、どんな事業が入ってくるかというのは、時間がたってみないとわからないということ。ですから、この制度がよろしいかどうかということをご議論いただくというのが適当かなと思います。

　実はこの事業の採択については、蓮沼では私と副会長の石橋委員が入ってきます。22年度の事業については採択をするということで決まっているのが、交流型が２事業で、それから提案型の上のほう、全く事業は同じで交流が入っているか否かですけれども、それが４事業か５事業ぐらいあったでしょうかね、そんなものだというふうに思います。その程度の方向性で行ってよろしいというご意見を賜れば、それで会議は終わりですが。

　どうぞ、石橋委員。

それこそ会長、副会長がそれで了解したということであれば、あとは結果待ちというか、経過見ということでよろしいではないでしょうか。

　石橋委員のほうから、適当であるというご意見をちょうだいいたしました。いかがでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

　ありがとうございます。

　それでは、適当であるとさせていただきます。

　これで、一番最初にご議論いただきました単年度でいいか、つまり評価の仕方ですね、加瀬委員から初めに出ていました議論で評価を１年で、どうでしょうね。

　先ほど事務局のほうから、来年は24年、25年度を審議するというお話でしたので、だから24年度というのは、まだ確定じゃないというふうに考えてよろしいですか。

　いや、今回は23、24の２カ年をやります。

　来年は24年度、25年度……。

　来年はまた別の事業になります。今回承認していただくと、23と24の２カ年を承認していただくことになります。

　ですからこう理解していただければいいと思います。今出ている事業は、先ほど申し上げましたように半分ぐらいですから、もう半分ぐらいのキャパシティーがありますから、とりあえず23年度については今出ている、24年度については、またもう少し追加されてくる事業が、新たな事業であるというふうに理解していただいていいと思います。

　形とすると、ここのところ、加瀬委員のお考えをこういうふうに理解したらよろしいかなというふうに思うんです。つまり評価を２年でするか１年でするか、いわゆる１年でして、だめだったら再度しないというような形であってもいいというふうに思うんです。その辺のところは、どう今後議論していくか。多分、加瀬委員のご意見を踏まえると、１年ごとに評価したらどうなのかということになれば、あるいはクリアできるかなというふうに私は考えたんですけれども、とりあえず、これは２年を経過したところで評価をして、次にもう１度やるかどうかというのを決めるということですけれども、議論としてはその辺ですね。

　どうですか、加瀬委員。

　私は、このように２年予算化された、もうこの行事については２年間、来年、再来年度は、この金額でやってくださいよというふうに確定しちゃってるということで、一般財源と運用益のこれでやりなさいという２年間を決めたということでよろしいですか。

　そう理解していただいて結構です。

　ですから、その評価をどういうふうにするかということが明確になっていれば、どこの段階で、だれがどういう形でこの事業が適当であるか否かという評価をどうするかということを、最終的な意見としてつけておくという、そうすれば事業が新しく展開するかどうかということの確認もできるということで、その辺でどうでしょうか。

（「いいです」の声あり）

　それでは、そのような形で６つの事業についてご議論いただきました。

　私のほうでまた取りまとめて、会長にまた戻させていただくようにしますけれども。

　それは後で、わかりました。

　それでは、この事業についての正式な文書については、私と副会長にお任せをいただいてよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　ありがとうございます。

　事務局のほうからありましたが、この今日の議論について、責任をもってまとめていきたいと思います。評価については、事務局、すみません、２年目の評価をどういう形で行うかということについて……。
　では、私のほうから、今、確認がありましたけれども、今回、23、24、２カ年の事業に対しまして、またこの事業を継続するとなると、今度は25、26で審査が出てくると思うのですけれども、当然24年度の段階で、25、26のまた審査をしていただきます。そのときには、23、24、ここで23年は結果は出ていますし、24は事業の途中ですけれども、ある程度の結果は出ておりますので、その結果を踏まえた中で、また24年度の中で、25、26の事業をどうするかということの議論をしていただく段階では、当然それだけの評価は出てきていますので、その内容を見て継続したほうがいいかどうかは確認できるような内容になっていると思います。

　それを基準化するように、今言った形ができるような形を確認をしておいてください、お願いします。

　それでは、その他について協議をいたしたいと思います。

　事務局、何かありますか。

　特にありません。

　それでは、私のほうから皆さんにご相談があります。

　実はこの前、会議のときに議論の本編についてお話をしてあって、それ以後、皆様にご議論いただいておりません。そのことについて、いつか適当なときに会議を開きたいと考えておりますけれども、皆様のご都合や会議を持てる頃合いというと、どんなような感じになりますか。例えば議題でいいますと　　　　蓮沼庁舎の活用についてとか、側溝の掃除はどうしたらいいとか、砂防林の問題はどうしたらいいとかというようなことだったと理解していますけれども、どうやったらよろしいでしょうね。

　会長と副会長で大体決めていいですよ。ここで皆さん方に言っても先のことはわからないから。

　それでは、このことについてはご一任いただくということでよろしくお願いを申し上げます。

　その他の議題はないようですので、本日の会議はこれをもって終了させていただきます。

　どうもありがとうございました。
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